
今年の余野小学校！      新しいことに挑戦！ 
学校運営協議会の承認を得て、

PTA 総会でも確認をさせていた

だいた今年度のグランドデザイン

です。昨年度までとは見た目を大

きくリニューアルしました。 

学校教育目標を受けて、４つの

柱を掲げています。 

①進んで学ぶ子ども 

②思いやりのある子ども 

③たくましく生きる子ども 

④余野を愛する子ども 

また、「認めて、ほめて、一緒に考

える！」学校に！という合言葉は

変わりません。 

 余野地域の「ひと・もの・こと」

に関わりながら、余野を愛する子

ども達を育てていきたいと思って

います。昨年度も頑張りましたが、

余野の様々なものに触れて、調べ

たり体験したりしたいと思ってい

ます。保護者、地域の皆様にもいろ

いろと知恵を貸していただければ

幸いです。 

 児童数、職員数の減少に伴い、今

までの取り組みを見直しながら、

新しい挑戦をしていきたいと思っ

ています。ご理解ご協力のほど、よ

ろしくお願いします。 

余野小学校だより 

午前８時の太陽！   認めて、ほめて、一緒に考える！ 
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もくもく算数がんばってます！ 
毎週金曜日は、全員が図書室に集まって「もくもく算数」とい

う朝学習の時間を行っています。自分の課題に挑戦したり、上

級生に教えてもらったりと、落ち着いた朝のスタートの時間を

過ごしています。 



今年度初めての参観日 

３年生は、音読を聞いてもらってから、「国語辞

典の引き方」をおうちの人と一緒に学習しました。

最近は生活の中で辞書を引くことも少なくなって

いると思います。同じ読みでも違う意味の言葉が

たくさんあったり、普段使っている言葉でもいざ

意味を聞かれるとうまく答えられないことは多々

あります。たくさんの言葉に触れるいいきっかけ

になったと思います。 

２年生は新しい漢字を習っていました。先生の

厳しいチェックを受けながら、文字の形をきちん

と整えて書いていました。次は習った漢字を使っ

て文作りに挑戦です。教科書の挿絵などを参考に

考えていましたが、ここでも難しい条件が与えら

れていました。小さなハードルを越えていくこと

で、子ども達も大きな自信をつけていました。 

５・６年生は「意見を聞いて考えよう」 

先生から出される質問に対して自分なりの考え

をまとめます。２人組、保護者の方を交えて４人

組で他の人の考えを聞いた後に、自分の考えが変

化したりしなかったりという内容でした。質問は

２つ。「一生夏か、一生冬かどちらがよいか？」「新

しい教科を作るとしたら何がよいか？」でした。 

最初の質問はかなり究極の選択です。子ども達

はクリスマスプレゼントが欲しいので「冬」とい

う子がたくさんいました。（お年玉には目がいかな

かったようでしたが。） 新しい教科には「遠足」

がありました。考えてみれば余野小には遠足があ

りません。いいアイデアなので、考えてみようと

思いました。 

 

授業参観に続いての学級懇談、全体会、PTA総

会、個人懇談と大忙しの日程でしたが、保護者の

方には大変お世話になりました。 

今年度のPTA総会を受け、政保薫さんが会長、

水澤明さんが副会長となられました。また、前会

長の赤木美栄さんには大変お世話になりました。

新年度の体制が整いました。よろしくお願いいた

します。 

 

全校で楽しく活動！ 

「業間時間に〇〇をするので、全員集まってくだ

さい」という２年生が行った放送で子ども達も職

員も全員が集まりました。２日連続でドッチボー

ルやサッカーを楽しみました。校長も、腰痛に負

けず、サッカーでは１ゴールを決めました。子ど

も達も職員も笑顔がいっぱいの時間でした。 

こんなふうに、子ども発信の活動がどんどん続

いていくことを楽しみにしています！ 


